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ヒュ ン ケ ル が ネイ ル 村 で マ ァ ム と 一 緒 に 住 お よ つ に な っ て 、 半 人 年 く 
らい 経っ た 後 の 物語 。 

「 聖 人 は 貧者 に マン ト を 上 避 ふ 」 novel/16233299「 夜半 の ぬく も けり 
novel/16344773 の 少し 前 か ら 始 まる 話 。 


本 作 、 人手 不 足 ( 何 ? ) に つき 、 こ れ ま で ご 登場 いた だ いた モブ の 
皆さん を か き 集 の め て お り ま す の で 、 ご 注意 くだ さい 。 

さら に は 和 獄 炎 か ら も 人 員 を 引っ 張っ て お り ま す 。 

設定 盛り だ くさ ん な の で 、 ヒュ ンマ な ら 何 で も 許せ る 人 向け 。 
これ を 書く た め に 、 今 まで 書い た 「 村 の くら し 」 シ リー ズ の 各 話 を 
並べ 直し 、 時 系 列 を 作り 、 さ ら に は モブ も 整理 し ・・・ と や た ら 手 
間 の か か っ た 作者 泣か せ の 話 ( : : )。 


2022.2.5 開 催 ヒ ュ ン マフ ェ ス ・ ウ イン ター 合わ せ 。 

2022.3.21 表 紙 半 し 替え 。 表 紙 の 写真 は 、photo A Chttps://www.photo- 
ac.com/ 様 で お 借り し まし た 。umo ( ゆ も ) 様 の 「 棲 の 木 と 新緑 」 と 
いう 作品 で す 。 
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橿 の 木 は 、 両 手 を 広げ 前 千 


マ ァ ム は 、 い つも どおり の 黄色 の オー バー サイ ズ シ ャ ツ と パン ツ 
に 身 を 包み 、 ロ ング ブー ツ を 履く と 、 ゴ ー グ ル を 頭 に つけ た 。 腰 に 
は 、 愛 用 の 魔 弾 銃 。 呪文 を 詰め た 弾丸 の 装備 も 忘れ な い 。 

マ ァ ム は 、 最 後に 両手 に グロ ー ブ プ を は め る と 、 如 関 先 で 振り 返 
けり 、 母 に 声 を か けた 。 

「 じゃ あ 、 母 さん 、 行 っ て くる わ ね 。 」 

レイ ラ は 、 マ ァ ム を 見 送り 、 玄 関 ま で 出 て きた 。 そし て 、 娘 に 忠 
告 を し た 。 

「 気 を 付け て ね 。 こ この と ころ 、 森 の 空気 が 変わ っ て き て いる わ 。 
モン スタ ー も 強く な っ て いる 。 深 追い は 禁物 よ 。 」 

する と 、 マ アァ アム は 、 明 る い 声 で 返事 を し た 。 

「 大 丈夫 よ 、 母 さん 。 私 の 腕 、 わ か っ て いる で し ょ う ? 」』 

「 その 自信 が 危な いれ の よ 。 あ な た こそ 、 わ か っ て いる で し ょ う 。 」 

央 し く た し な め ら れ 、 マ ァ ム は 表情 を 引き 締め た 。 

ここ の と ころ 、 以 前 より も 、 強 力 な モン スタ ー が 、 こ こ ネ イル 村 
の 周囲 に 出没 する よう に な っ て いる 。 腕 に 覚え の ある 村 の 男 た ち 
も 、 追 い 払 お うと し た モン スタ ー か ら の 手 ひ どい 返り 討ち に 遭い 、 
大 けが を する と いう つこ と が 増え て いた 。 

マ ア ァ アム は 、 さ す が に 勇者 パー ティ の 一 員 だ っ た 両親 の も と に 生ま 
れ た だ け あ っ て 、 1 6 歳 の 女子 な が ら 、 村 で 最も 腕 の 立つ 戦士 で 
あっ た 。 

この 日 も 、 マ ァ ム は 、 村 の 男 た ち に 代わ っ て 、 森 へ 警備 に 出 よ う 
と し て いた 。 

マ ア ム は 、 レ イラ の 詩 葉 に 韻 い た 。 

「 う ん 。 大 丈夫 。 危 な いと 思っ た ら 撤 退 す る わ 。 」 
「・・・ 行 っ て らっし ゃ い 。 』 

レイ ラ は 複雑 な 表情 で ひと り 娘 を 見 送っ た 。 


マ ア ァ アム が 家 を 出 た あと 、 レ イラ は 、 一 人 で 、 自宅 の 裏手 の 庭 に 
回 っ た 。 


庭 の 隅 に は 、 以 前 、 レ イラ の 亡き 夫 が 稽古 に 使用 し て いた 立木 が 
その まま に 残さ れ て いた 。 

地面 に 深く 突き 刺さ れ た 稽古 用 の 立木 は 、 太 い 丸 太 に 縄 を 何 重 に 
も 巻い た も の で あり 、 生 前 、 ロ カ は 、 こ の 立木 に 向かっ て 何 度 も 剣 
で 斬り か か り 、 稽 古 を し て いた 。 

レイ ラ は 、 小 さめ の ダガー ナイ フ を 取り 出す と 、 右 手 に 持っ て 構 
えた 。 そ し て 、 足 を 踏み 、 立 木 の 一 点 の めがけ て 、 ダ ガー を 放っ た 。 
その 瞬間 、 レ イラ が 体重 を か けた 右足 首 に 、 鋭 い 痛み が 走っ た 。 
レイ ラ は 顔 を し か め た 。 

レイ ラ の 視界 に 、 彼 女 が 放っ た ダガー が 、 立 木 の 縄 を か すめ 、 そ 
の まま あら め 方 向 に 飛ん で いく さま が 映っ た 。 

レイ ラ は 、 し ゃ が みこ み 、 右 足首 を 手 で さす っ た 。 

そし て 、 少 し し て 、 痛 み が 去 る と 、 今 度 は 、 ダ ガー を 投げ た 右手 
を 見 つめ た 。 そ の 手 は 、 し びれ で 誠 え て いた 。 

そこ に は 、 か つて 、 勇 者 アバ ン と と も に 世界 を 救っ た 僧 但 戦士 の 
姿 は な か っ た 。 

地底 魔 城 で の 魔王 八 ド ラー と の 戦い は 昔 烈 だ っ た 。 

あの 戦い で 、 レ イラ は 、 ア バン を 魔王 の 元 に 進め る た め に 、 口 カ 
と と も に 体 を 張っ て 戦っ た 。 そ の 結果 、 い まで も 、 彼女 の 身体 に 
は 、 癒 えな い 傷 が 到 さ れ て いた 。 

日 常 生 活 に 支障 は な い 。 

だ が 、 も つう つ 、 レ イラ に は 、 往 時 の スピ ー ド も 技 の 潮 え も な く 、 キ 
ラー パン サー で さえ 、 容 易く 仕 玉 め る こと は で き な く な っ て いた 。 

レイ ラ の 脳裏 に 愛娘 の 姿 が 浮か ん だ 。 背 は 伸び て 、 母 で ある 自分 
を 追い 越す ほど に な っ た 。 腕 も 立つ し 、 機 転 も 効く 。 
一 俺 は 、 マ アァ アム に は か な わ ね えよ 。 て か 、 マ ァ ム より 強 え え 奴 、 こ 
の 村 に いる の か よ 。 

マ ア ァ アム の 同級 生 が 、 そ ん な こと を 喜 っ て いた の を 思い 出し た 。 

レイ ラ は 、 誠 を 噛ん だ 。 思う よ うに 動か な い 、 こ の 足 が 、 こ の 手 
が 、 恨 めし か っ た 。 


レイ ラ が リピ ビング で 夕食 の 支度 を し て いる と 、 婦 関 ド ア が ノッ ク 
され た 。 レイ ラ は 、 マ ァ ム が 帰っ て きた の か と 思い 、 急 いで ドア を 


開け た 。 

「 す まな いな 、 レ イラ 。 忙 し ! と ころ だ っ た よう だ な 。 」 

関 前 に 立っ て いた の は 、 愛 娘 で は な く 、 レ イラ の 父 だ っ た 。 
か つて は この 村 の 神父 を し て いた が 、 そ の 職 を 、 自 身 の 折 に 譲 
り 、 い ま は 隠居 の 身 と な っ て いた 。 

「 お 父様 。 ど う ぞ 、 入 っ て くだ さい !。 」 

レイ ラ は 、 父 を 家 の 中 に 招き 入れ た 。 

レイ ラ の 父 ア リア ム は 、 リ ビン グ の 椅子 に 腰かけ る と 、 あ た けり を 
見 回 し た 。 

「 マ アム は いな い の か 。 」 

「 警備 に 出 て いま す 。 近頃 、 森 の モン スタ ー も 強い も の が 出る よう 
に な っ て し まっ て いて 、 危 険 で すか ら 。 」 

「 あの 子 も し っ か り し て きた な 。 か つて の お 前 を 見 て いる よう 


だ 。」 

「 え え ・・・ で も 、 心 配 で す 。 」 

「 マ アム は 優し い 子 だ 。 お 前 を 趣 し ませ る よう な 真似 は する まい 
よ 。 」 


アリ アム は 、 柔 和 そ つう な 笑 み を 浮か べ て 、 レ イラ を 慰め た 。 

彼 は 、 持 参 し て きた 上 藤 籠 を テー ブル の 上 に 置き 、 レ イラ に 示し 
だ 。 

「 教会 に イチ ジ ク を た くさ ん いた だ いた ん だ 。 私 に も お すそ 分 けが 
きた が 、 マ ァ ム が 好き だ と 思っ て な 。 」 

レイ ラ は 、 蘭 の 中 を 覗き 込み 、 声 を あげ た 。 そ こ に は 、 丸 々 と し 
た イチ ジ ク が ひし めき あう よう に 並ん で いた 。 こ れ な ら 、 ジ ャ ム に 
する に も 十分 だ 。 

「 ま ぁ 、 こ ん な に た くさ ん 。 あ り が と う ご ざ いま す 。 」 

アリ アム は 、 そ の 様子 に 、 満 足 そ うに 微笑 ん だ 。 

「 マ アァ ム は 、 昨 日 、 私 の と ころ に 寄っ て くれ た 。 そ の と き に 、 私 の 
居 を も ん で いっ て くれ た よ 。 優し い 子 だ な 。 」 

アリ アム は 、 そ う 吉 っ て 、 人 孫娘 を 思い 、 目 を 細め た 。 


マ ァ ム は 、 レ イラ の 用 意 し た 夕食 を 平ら げ る と 、 満足 そつ に 笑み 
を 浮か べた 。 


「 美味 し か っ た ! 母さん の 作る 料理 は 最高 ね ! 」 

「 今日 は マ ア ァ アム の 好き な シチュ ー だ っ た か ら ね 。 」 

今日 の 夕食 は 、 レ イラ の 得意 な ロモ ス 風 ビー フシ チュ ー だ っ た 。 
柔らか く 煮 込ん だ 牛肉 が 、 パ プリ カ や 玉ねぎ の 甘み と よく 合い 食欲 
を 誘う メニ ュー だ 。 子 ども 向け に も よく 作ら れる 。 

レイ ラ は 、 後 片付け を し な が ら マ ァ ム に 話し か けた 。 

「 マ ァ ム は 、 子 ども の ころ か ら こ れ が 好き だ も の ね 。 」 

「 そ う や っ て 、 子 ども 扱い する 一 。 」』 

レイ ラ の 吉 葉 に マ ァ ム は 口 を 失 ら せ た 。 

する と 、 レ イラ が 苦笑 し て 、 マ ァ ム に 応え た 。 

「 1 6 歳 、 も つ 立 派 な 大 人 で し ょ う 。 」 

レイ ラ の 詩 葉 ど お り 、 マ ァ ム は 、 す で に 、 ロ モス で は 、 成 人 扱い 
され る 年 齢 に な っ て いた 。 

マ ァ アム は 、 レ イラ と と も に 食器 を 洗い 、 片 付け 終わ る と 、 リ ビン 
グ の 長椅子 に 腰かけ て 足 を 伸ばし た 。 今日 は 森 を 見 回 っ て 、 よ く 歩 
いた か ら 、 少 し 足 が 疲 れ て いる 。 

マ ア ァ アム は 、 膝 を 曲げ て 足 を 抱え 、 自 分 の ふく ら は ぎ を も み 始 め 
5 
「 疲れ た ? 」 

レイ ラ の 声 に マ ア ァ アム は 明る く 答 えた 。 

「 ち ょ っ と ね 。 今日 は 結構 歩い た か ら 。 で も 、 手 近 な と ころ の モン 
スタ ー は みん な 追っ 払っ て きた わ よ 「! 」 

そう つう 吉 っ て 、 マ ァ ム は 力強く 右腕 を 曲げ て レイ ラ に 示し た 。 そ の 
来 子 は 、 レ イラ に は 微笑 まし くも 、 痛 まし く 感 じ ら れ た 。 

レイ ラ は 、 色 め て 明る く 娘 に 答え た 。 

「 そう 。 そ れ は よかっ た 。 さ す が マ ァ ム ね 。 頼 も し いわ 。 」』 

母 の 吉 葉 に 、 マ ァ ム は 満足 そっ な 笑み を 浮か べた 。 

「 今日 、 お じい ちゃ ん が 来 た わ よ 。 マ ァ ム が 肩 反 ん で くれ た っ て 、 
嬉し そう に 吉 っ て いた わ 。 イチジク も 籠 い っ ぱい 持っ て き て くれ た 
か ら 、 コ ン ポ ボ ポート と ジャ ム を 作る わ ね 。 」 

索 当 0 や うだ 1 

吉 葉 を 交わ し な が ら 、 レ イラ は 、 長 椅子 越し に マ ァ ム の 後ろ に 
立っ た 。 そ し て 、 娘 の に 手 を 添え た 。 そ の まま 、 レ イラ は 、 両 手 


で マ ア ァ ム の 和 両 診 を 揉み 始め た 。 ち ょ つう つど 、 マ ァ ム が アリ アム に そう 
し た よう に 。 
マ ア ァ アム は 不思議 そう つ に レイ ラ に 問い か けた 。 
「 母 さん ? 」 
レイ ラ は 、 く よう に マ ァ ム に 呼び か けた 。 
・ 危 な い 真似 は し な いで ね 。 」 

その 声 に 真剣 な 色 を 感じ 、 マ ァ ム も 素直 に 答え た 。 
22ehen つ ye か が か ら そる 。 』 

レイ ラ と マ ァ ム は 、 母 一 人 、 子 一 人 だ 。 ア リア ム は いる も の の 高 
上 享 で あり 、 マ ァ ム に 何 か が あれ ば 、 レ イラ は 一 人 に な っ て し まう 。 
マ ア ァ アム は その こと を よく わか っ て いた 。 大事 な 母 を 款 し ませ た く は 
な か っ た 。 

レイ ラ は 、 マ ァ ム に 語り 掛け た 。 

「 マ アァ アム 、 も うつ 少し 村 の みん な を 頼っ て も いい い の よ 。 』 
「・・・ で も 、 危 な いか ら 。 私 は 強い か ら 大 丈夫 だ けど 。」 

客観 的 に 見 れ ば 、 マ ァ ム の 吉 う と お り だ 。 マ ァ ム は 、 こ の 時 す で 
に 、 村 で 一 番 の 戦士 だ っ た 。 

し か し 、 今 レイ ラ の 目 の 前 に ある 彼女 の 双 肩 は 、 細 く 、 小 さか っ 
た 。 こ こ に この 村 の 安全 の すべ て が 乗っ て いる の か と 思う と 、 レイ 
ラ は 苦し か っ た 。 

レイ ラ は 、 祈 る よう な 思 いで 、 マ ァ ム に 語っ た 。 

「 マ アァ アム 、 肩 の 力 を 抜い て 。 楽 に し て 。」 

その 吾 葉 を 受け 、 マ ァ ム は 力 を 抜き 、 レ イラ に 身 を 仕 せ た 。 レイ 
ラ の 両手 が 、 マ ァ ム の 両 局 を も みほ ぐす 。 

レイ ラ は マ ァ ム の 細い 診 を 見 つめ な が ら 願 っ た 。 こ の 子 の 重 和 倫 が 
少 し で も 軽く な る よう に 、 と 。 


マ ァ ム は 、 教 会 の 前 に 立ち 、 空 を 見 上 げた 。 

教会 の 前 庭 に は 、 大 き な 極 の 木 が 立っ て お り 、 豊 か な 枝 を 広げ て 
いた 。 そ の 太い 幹 は 、 何 代 も 前 の 父祖 の 時 代 か ら この ネイ ル 村 を 見 
守っ て くれ て いる の だ ろ っ つ 。 

霊力 が 宿る と いう 極 の 木 が 、 大 き な 手 を 広げ て この 村 を 守っ て い 
る よう に 感じ られ た 。 


マ ァ ム が 極 の 木 を 見 上 げ て いる と 、 教 会 か ら 出 て きた 祖父 が 彼女 
に 声 を か けた 。 

「 マ アム 。 」 

マ ァ ム は 振り 返っ た 。 

「 お じい ちゃ ん 。」 

アリ アム は 、 人 孫娘 を 認め る と 、 穏 や か な 笑み を 浮か べた 。 

マ ァ ム は アリ アム に 尋ね た 。 

「 今日 の お 務め は 終わ っ た の ? 」 

マ ァ ム の 問い に 、 ア リア ム は うつ な ずい た 。 ア リア ム は 、 か つて は 
この 教会 の 神父 を し て いた が 、 今 は 、 彼 の 場 、 つ まり レイ ラ の 従兄 
葛 で ある ルカ ーシュ に その 職 を 譲り 、 引 退 し て いた 。 

だ が 、 引 退 し た 今 も 、 ア リア ム は 自身 の 祈り や 眼 想 の た め に 、 時 
折 、 教 会 を 訪れ て いた 。 

その た びに 、 ア リア ム は 、 関 係 者 し か 立ち 入り を 許さ れ な い 奥 の 
間 で 、 祈 り を 捧げ て いた 。 

「 お 前 も 教会 に 用 が あっ た の か い ? 」 

「 母 さん か ら 頼 まれ て 、 ハ ハープ の 種 を 持っ て きた の 。 教 会 の 薬草 園 
で 使っ て ほし いっ て 。 」 

「 も つう 用 は 済ん だ の か い ? 」 

「 つ うん 。 さ っ き 、 ル カー シュ お じ さ ん に 渡し た わ 。 そ うし た ら 、 お 
じい ちゃ ん も 来 て る よっ て 。 奥 に いる っ て 聞い た か ら 待 っ て た 
の 。 」 

「 そ うか 。 ありがとう 。 」 

の で くわ 。 

そう し て 、 祖 父 と 孫娘 は 連れ 立っ て 歩き だ し た 。 

歩き な が ら 、 ア リア ム は 独り 吉 の よう に 語り 始め た 。 

「 ル カー シュ も よく や っ て くれ て いる な 。 」 

「 そ うな ん だ 。 」 

「 つむ ・・・。 年 若い か ら 、 後 を 任せ た と き は 心配 だ っ た が 、 い ま 
は 、 も う ル カー シュ が 指導 する 立場 だ な 。 」 

「 つ ん 。 」 

「 ル カー シュ は 、 若 い 頃 は 、 姿 が 見 えな いと 思っ た ら 何 日 も 帰っ て 
こ な く て な あ ・・・ ひ ょ っ こり 帰っ て き て 、 何 を し て いた ん だ と 聞 


いた ら 、 旅 を し て いた と いう つん だ 。」 
「 な ん だ 、 母 さん と 一 緒 じ ゃ な い 。 つ ちっ て 、 み ん な そん な 感じ 


ね 。 」 


「 は は は 、 違 いな いな 。 」 
アリ アム は そう 吉 っ て 、 快活 に 笑っ た 。 マ ァ ム も つら れ て 笑み を 


漏らし た 。 
「 だ が 今 は 、 ルカ ーシュ も 、 レ ネー の こと も よく 見 て 、 教 えて くれ 
て いる 。 」 
「 そ うな ん だ 。」 
「 つむ お 。 そ うだ な 、 そ ろ そ ろ レ ネー も 一 人 で 立た せ て 良い 頃 だ 。 も 
う 少 し 勉強 させ る た め に 王 都 に 行か せる か 、 あ る い は 、 神 父 の 位 を 
いた だ いて 、 ほ か の 村 の 教会 を 働 せ る こと に な る か も し れん な 。 」 
「 え 、 そ うつ な の ? 」 
「 ああ 。 
そう か 、 お 前 の 友達 、 レ ネー と 親しい ん だ っ た な 。 」 
「 あ 、 つ ん 。 お 付き 合い し て る っ て 。 イ レナ が 。 」 
「・・・ そ つう つか 、 そ れ は 早め に 相談 し た 方 が よい か も し れ な い 
な 。 」 
「 つ ん 。 離 れる か も っ て 思っ た ら ・・・ 二 人 で 決断 する こと が ある 
か も し れ な いも の ね 。 」 
祖父 と 孫娘 は 、 ネ イル 村 の 教会 で 学ん で いる 若き 神学 者 と 孫 娘 の 
幼馴染 の こと を 話し な が ら 、 次 第 に 、 話 題 を 自分 た ちの 方 に 引き 寄 
せ て いっ た 。 
アリ アム は 尋ね た 。 
「 お 前 は いく つ に な っ た ん だ っ け 。 」 
「 も う 2 0 歳 よ 、 お じい ちゃ ん 。」 
「 そう か 。 も うそ ん な に な る の か 。 
お 前 の 年 の と き に は 、 レ イラ は 、 す で に お 前 を 産ん で いた な 。 
あれ か ら 、 も う 、 そ ん な に 経っ た の か ・・・。」』 
「 お じい ちゃ ん 、 そ ん な に 昔 の こと ば か り 吉 っ て る と 、 老 け 込 ん 
じゃ つ わ よ 。 
ちゃ ん と 、 ひ 贅 ま で 抱っこ し な きゃ 。 」 
「 そう だ な 。 ひ 了 を 抱く まで は 死ね な いな 。 」 


そつ 吉 っ て 、 祖 父 と 娘 は 互い に 笑い あっ た 。 
孫娘 は 、 祖 父 に 尋ね た 。 

「 お じい ちゃ ん 、 今 日 は 何 を お 祈り し て いた の ? 」 

する と 、 か つて 神父 で あっ た 祖父 は 、 穏 や か に 微笑 ん だ 。 

「 い つも 同じ だ よ 。」 

「 同 じ ?」 

「 そう 。 天 に 召さ れ た この 村 の 同胞 や 我ら の 父祖 に 祈る の だ よ 。 今 
を 生き る お 前 た ち を 見 守っ て ほし いと 。 そ し て 、 未 来 あ る この 村 の 
皆 、 幼 い 子 ども た ち に 幸 あ れ と な 。 」 

祖父 の 吉 葉 に 、 マ ァ アム は 胸 が 温か く な っ た 。 

いま は 亡 い 彼女 の 父 も 、 祖 父 の 祈る 先 に ある の だ ろ つ うか 。 

マ ァ ム は 尋ね た 。 

りつ な ん だ くさ 。 

父さん に も ・・・? 」 

アリ アム は うな ずい た 。 

「 無論 、 口 カ に も 祈っ て お る 。」 

ふと 、 マ アム は 祖父 に 尋ね て みた く な っ た 。 人 今 と な っ て は 、 若 く 
し て 亡くな っ た 彼女 の 父 を 知る 者 は 少な い 。 

「 ね え 、 お じい ちゃ ん 。・・・ 彼 、 父 さん と 似 て る ? 」 

「 ヒュ ン ケ ル か ? 」 

「 つ ん 。 」 

する と 、 ア リア ム は 、 当 た り 前 の こと の よう に 答え た 。 

「 似 て いる と ころ も あれ ば 、 ま っ た く 似 て いな いと ころ も ある 。 二 
人 と も 、 そ れ ぞ れ 良 いと ころ が ある か ら な 。」 

oO カカ vs se 宅 つ よね 。 

祖父 の 吉 葉 が 須 に 落ち 、 マ アァ アム も うつ な ずい た 。 

アリ アム は 、 過 去 を 懐か し おび よう な 目 を し な が ら つ ぶ や いた 。 

「 レイ ラ が 口 力 を 追っ て 旅立ち 、 村 に 戻っ て お 前 を 産ん だ 。 

お 前 も 、 ダ イ く ん た ち を 追い か か け て 村 を 出 て 、 そ うし て 、 ヒ ュ 
ン ケ ル と と も に また この 村 に 戻っ て きた 。 

レイ ラ を 見 送る と きも 、 お 前 を 送り 出す と きも 、 私 は 、 本 心 で は 
心配 で 仕方 が な か っ た 。 

だ が 、 お 前 た ち は ち ゃ ん と 帰っ て きた 。 し っ か り と 、 大 きく な っ 
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きっ と 、 レ イラ に も 、 お 前 に も 、 こ の 村 は 小さ すぎ た の だ ろ 
。 コ 
そう し て アリ アム は 、 穏 や か な 眼 半 し を 拘 娘 に 向け た 。 
「 レイ ラ は レイ ラ 、 お 前 は お 前 だ 。 
ロカ に も ヒュ ン ケ ル に も 、 そ れ ぞ れ 違 う 、 良 いと ころ が ある 。 
お 前 は ゆっ くり と 、 ヒ ュ ン ケル と 幸せ に な れ ば よい !。 
レイ ラ も 私 も 、 そ う 願 っ て お る 。 』 
「・・・ あ り が と うつ 。 」 
その まま 、 二 人 は アリ アム の 自宅 に 向かっ て 歩い て 行っ た 。 
ふと 、 マ アァ ム は 背後 か ら 自 分 を 呼ぶ 声 に 気付 いた 。 彼女 は 足 を 止 
め て 振り 返っ た 。 
「 マ アム ー! 」 
見 る と 、 こ の 村 の 若い 青年 が 二 人 に 向かっ て 駆け 寄っ て きた 。 
マ ア ァ アム は 彼 の 名 を 呼ん だ 。 
吉光 。 、』 
シモ ン は 、 マ ァ ム が アリ アム と 一 緒 に いる の に 気付 く と 、 ア リア 
ム に 向かっ て 頭 を 下げ た 。 年 長者 を 敬 つ の は 、 こ の 村 の 捉 の 一 つ 
だ 。 
「 マ アム ! あ 、 ア リア ム 様 。 お 務め 、 お 疲れ 様 で す 。 」 
彼 は アリ アム に あい さ つ を する と 、 慌 た だ し く 、 マ ァ ム に 声 を か 
けた 。 
「 シ カ が 獲れ た ん だ よ 、 で か いや つ ! それ で 、 マ ァ ム の と ころ に も 
分 け よ うと 思っ て 持っ て 行っ た ん だ 。 で も 、 誰 も いな か っ た か ら 
さ 。 
ヒュ ン ケ ル 、 い な いり い のか? 」 
マ ア ム は 、 シ モン に 答え た 。 
「 ヒュ ン ケ ル は 、 広 場 に 出 て いる と 思う つ わ 。 明 日 、 子 ども た ちの 武 
術 大 会 で し ょ う ? その 準備 を し て いる は ず よ 。 」 
する と 、 シ モン も 思い 出し た か の よう な 顔 を し た 。 
「 あ 、 そ っ か 。 そう つい や 、 明 日 だ っ た な 。 
アリ アム 様 の と ころ に も お 持ち し よう と 思っ た ん で すけ ど 。 」 
「 お じい ちゃ ん の 分 は 、 私 が 後 で 料理 し て か ら 持 っ て いく わ 。 


その 方 が い U! い でしょ う ?」 
「 そう だ な 。 ワ 頼む 。 」 
「 じゃ あ 、 ア リア ム 様 の 分 も 、 マ アァ アム ん と ころ に 置い て く よ 。 あ と 
で 家 に 持っ て いく ん で いい か ? 」 
「 え え 。 あ り が と う 。 」 
マ ァ ム が 礼 を 吉 う と 、 シ モン は 彼女 に 尋ね た 。 
「 ヒ ュ ン ケル の と ころ に は 、 こ の あと 行く の か ? 」 
「 お じい ちゃ ん 送っ た ら ね 。 」 
「 俺 も 、 後 で 様子 見 に 行く よ 。」 
する と 、 ア リア ム が 口 を は さん だ 。 
「 マ ァ ム 、 行 っ て や る と いい !。 私 の 方 は いい か ら 。 」 
「 あ ら 、 大 丈夫 よ 、 お じい ちゃ ん 。 お じい ちゃ ん の こと 送っ て いっ 
た ら 、 す ぐに ヒュ ン ケ ル の と ころ に 行く わ 、 す ぐだ も の 、 大 丈夫 
よ 。」 
そつ う 喜 っ て 、 マ ァ ム は 、 今 度 は シモ ン に 向き 走っ た 。 
「 じゃ あ 、 シ モン 、 あ と で ね 。 私 も 後 か ら 広場 に 行く わ 。 」 
「 あ あ 、 じ ゃ あな 。 
アリ アム 様 、 失 礼 し ます 。 」 
そう し て シモ ン は 、 マ ァ ム と アリ アム に 軽く 頭 を 下げ る と 、 そ の 
場 か ら 立 ち 去 っ た 。 
その 後ろ 姿 を 見 送る と 、 祖 父 と 孫娘 は 、 家 路 へ と 急い だ 。 


マ ァ ム は 、 ア リア ム を 自宅 まで 送る と 、 そ の 足 で 、 す ぐに 村 の 広 
場 に 向かっ た 。 

広場 が 目 に 入る 前 に 、 小 気味 よい 、 木 の 触れ 合う 軽快 な 音 が 耳 に 
届い た 。 子 ども 用 の 軽い 木刀 の 打ち 合う 音 だ ろう 。 そ の 合間 に 、 間 
き 慣れ た 声 が 響い た 。 

次 1 」 

「 は いっ つっ! 」 

広場 に 着く と 、 そ の 中 心 に ヒュ ユン ケル が お り 、 順 番 に 子ども た ち 
の 剣 載 を 受け て いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 重 厚 な 木刀 を 横 一 文字 に 持ち 、 子 ども た ちの 語 を 
受け 止め て いた 。 


子ども た ち が 持 つも の は 、 ヒ ュ ン ケル の も の と は 全く 異な っ て い 
て 、 危 険 の な い 、 軽 い 木 刀 で 、 枝 を 整え た と 喜 っ て も いい くら い の 
も の だ 。 

し か し 、 ど の 子 も 真剣 に 、 そ の 剣 を 構え て お り 、 涯 身 の 力 で ヒュ 
ン ケ ル に 打ち 込ん で いた 。 

マ ァ ム は 、 広 場 の 隅 に 腰 を 下ろ す と 、 そ の 様子 を 眺め て いた 。 子 
ども た ちの 一 生 懸 命 な 様子 が ほほ えま し く 、 自 然 に 類 が ほこ ろ ん 
だ 。 

する と 、 そ こ に 、 彼女 の 友人 が 声 を か け て きた 。 

「 マ アム 。 」 
ンク pp 

マ ァ ム が 見 上 げ る と 、 彼女 の 同級 生 が マ ァ ム の 隣 に 立っ て いた 。 

ダナ は 、 彼 女 の 夫 の マク シム と と も に 、 ネ イル 村 で 子ども た ち を 
教育 する 機関 で ある 塾 の 運営 を 任 さ れ て いた 。 今日 広場 に 集まっ て 
いる 子ども た ち は 、 普 段 か ら 村 の 塾 で 学ん で いる 年 代 の 子ども た ち 
が 多かっ た 。 

ダナ は 、 マ ァ ム に 信 っ て 、 彼 女 の 隣 に 腰 を 下ろ す と 、 マ ァ ム に 語 
け 掛 けた 。 

「 一 生 量 命 で し ょ う 、 み ん な 。 」 

マ ァ ム も つう つ な ず いた 。 

「 う ん 。 そ れ に 楽し そう 。 」 

「 ヒ ュ ン ケル が 真剣 に 相手 を し て くれ て いる か ら 、 子 ども た ち も 嬉 
し い の よ 。 

真面目 ね 、 彼 は 。 」 

「 つ ん 。 」 

「 それ に 、 教 え 方 も うま いわ 。 そ の 子 が どこ で つま ずい て いる の か 
よく わか っ て くれ る 。 

マク シム も 感心 し て いた わ 。 」 

ダナ は 、 と も に 塾 を 運営 し て いる 夫 の 名 を あげ た 。 

マ ァ ム は 、 思 いい がけ な い ヒ ュ ン ケル の 評価 を 聞き 、 幾 分 か 管 いた 
よう に 声 を あげ た 。 

5 宅 う な ん だ 。 1 
「 お か げ で 私 た ち も 助 か っ て いる わ 。 」 


そう 言っ て ダナ は 、 明 る く 笑 っ た 。 

マ ァ ム は 嬉し く な っ た 。 

「 あ の ね 、 ダ ナ 。 

た ぶん 、 そ う や っ て 、 村 の みん な の 役に立て て る っ て こと が わか 
る と 、 ヒュ ン ケ ル も 嬉し いと 思う の 。 彼 は 、 こ うい う 暮 らし に 縁 遠 
か っ た か ら 。 」 

その 吉 葉 に 、 ダ ナ は マ ァ ム に 尋ね 返 し た 。 

「 戦士 だ っ た ん だ っ て ?」 
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「 ア バン 様 の お 飲 子 だ っ た ん で し ょ う ? 

子ども の ころ 、 アバ ン 様 と ネイ ル 村 に 来 た こ と が ある っ て 吉 っ て 
た わ ね 。 」 

「 あ 、 つ ん 。 」 

マ ァ ム が 賃 く と 、 ダ ナ は ひと きわ 声 を あげ て 語り だ し た 。 

「 そう 、 そ うし た ら ね 。 そ の 話 に な っ た ら 、 ア レク が 『 俺 は 、 ガ キ 
の コイ ツ に 、 俺 の 方 が 4 つも 年 上 だ 上 っ た の に 、 勝 て な か っ た ん 
だ ! 』 っ て 怒っ て て 、『 手 合わ せ す る ぞ ! 』 っ て 吉 う も ん だ か ら 、 
慌て て 止め た の よ 。 本 職 だ っ た 人 に 敵 つ わけ な いじ ゃ な い 。 」 

そう 吉 っ て 、 ダ ナ は お か し そう に 笑っ た 。 

その 話 に は マ ァ ム に も 心当たり が あっ た 。 

か つて 、 ア バン が 少年 ヒュ ン ケ ル と 世界 を 旅 し て いた ころ 、 ネ イ 
ル 村 に し ば らく 滞在 し て いた こと が あっ た の だ 。 マ ァ ム は 、 レ イラ 
や 村 の 人 々 か ら 聞 いた 話 を 思い 出 し た 。 

「 そうね 、 ヒ ュ ン ケル が ネイ ル 村 に 来 た 時 に も 、 今 回 みた いな 武術 
大 会 が あっ た ん だ っ け 。 私 、 覚 えて な いけ ど 。 」 

「 私 も 覚え て な いわ よ 。 し ょ うつ が な いわ よね 。 私 た ち 、 3 歳 く らい 
だ っ た ん で し ょ う ?」 

「 つ ん 。 」 

マ ア ァ アム は つう な ず き 、 吉 葉 を つづ けた 。 

「 そ の と き の 試 合 で 、 ま だ 子ども だ っ た ヒュ ン ケ ル が 勝ち 残っ て 、 
決勝 戦 で アレ ク に 当たっ た っ て 話 、 私 も 聞い た わ 。 」 

「 そうそう ! それ で 相打ち だ っ た ん で し ょ う ? 子ども の ころ に 4 つ 
も 年 上 っ て 、 人 圧倒 的 な 凌 な の に 、 そ れ で 負け な か っ た ん だ も の ね 、 


強し 1 わけよ! だ か ら ア レク は 今 で も 悔し ! み た いな の よ 。 」 

そう 吉 っ て 、 ダナ は 、 い た ずら っ ぽく 笑っ た 。 

マ ア ァ アム も つら れ て 笑み を こぼし た 。 

2 所 チ 。 

マ ァ ム は 吉 葉 を 続け た 。 

「 私 は アレ ク に 感謝 し て る の よ 。 す ご く 昔 の こと だ っ た の に よく 覚 
えて くれ て いて 。 

ヒュ ン ケ ル が この 村 に 越し て 来 た ば か り の 頃 、 ア レク が 声 を か け 
て くれ た の よ 。 ヒ ュ ン ケル が 、 あ の と き の 試 合 で 当たっ た 子 だ っ て 
すぐ に 気づい て くれ て 。 
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で も ・・・ 嬉 し そう だ っ た 。 」 

「 ふーん 。 ア レク の 負け ず 料 いも 役 令 に 立つ こと が あっ た の ね 。 」 

「 も うつ 、 ダ ナ っ た ら 。 」』 

マ ァ ム と ダナ が 笑い あっ て いる と 、 二 人 と 同じ 年 頃 の 娘 が 近づい 
て きた 。 

「 マ ァ ム 、 ダ ナ 。 」 

マ ア ァ ム は 声 の 主 を 見 上 げ て 声 を か けた 。 

「 イ レナ 。 」 

イレ ナ は 、 二 人 の 隣 に 腰 を 下ろ す と 、 二 人 と 同じ よう に 、 広 場 に 
視線 を 向け た 。 

広場 の 真ん中 で 子ども た ち を 相手 に し て いる ヒュ ン ケ ル を 視界 に 
映し 、 イ レナ は 、 意 味 あ り げ な 笑み を 浮か べた 。 

「・・・ ふ ぶーん 、 マ アァ アム の 旦那 さん 、 け っ こう 優し ! い じゃ な い 。」 
途 端 に 、 マ ァ ム は 類 を 赤らめ た 。 

「 だ 、 旦 那 さ ん っ て ・・・! 」 

「・・・ な に 動揺 し て る の よ 。 半 年 も 一 緒 に 住ん で いて 。 」 
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「 違 つの ? 」 

「・・・ 眉 わな い 。 」 

マ ァ ム と イレ ナ の や り 取 り を 聞き 、 ダ ナ は お か し そう に 笑い を か 
み 級 し て いた 。 

「 恋愛 な ん て 興味 な い 、 男 な ん て 関係 な いっ て 感じ だ どっ た マ ァ ム 


が 、 こ ん な に 早く 結婚 する な ん て ね 。 」 

その 詩 葉 に 、 マ ァ ム は ます ます 、 類 を 染め て うろたえ た 。 

「 け 、 結 婚 っ て ・・・ だ 、 だ っ て 、 私 、 式 も 何 も し て な い 
し こく ・。 」 

「 一 緒 に 暮らし て る ん だ し 、 結 婚 し て る ん で いい ん で し ょ ?」 

「 そ 、 そ うか も し れ な いけ ど ・・・。」』 

イレ ナ は 、 左 の 拳 に 顎 を 乗せ 、 類 杖 を つい た まま 、 広 場 に 視線 を 
向け て いた 。 そ の まま 、 マ ァ ム に 顔 を 向け ず に 、 彼 女 に 尋ね た 。 
「・・・ ね え 、 マ ァ ム 。 な ん で あの 人 と 結婚 し た の ? 」 

「・・・ な ん で っ つて ・・・。 」 

「 理 由 、 あ る ん で し ょ ? 」 

そう 尋ね られ 、 マ ァ ム は 考え た 。 

マ ァ ム と ヒュ ン ケ ル は 、 人 儀式 めい た こと は 何 も し な か っ た 。 半 人 年 
ほど 前 に 、 ヒ ュ ン ケル を ネイ ル 村 に 連れ て き て 、 レ イラ や この 村 の 
長老 、 そ の ほか の 人 々 に 挨拶 を し 、 そ れ か ら は 、 二 人 で 一 緒 に 生活 
を し て いる 。 

も ちろ ん 、 二 人 と も 、 こ れ か ら も ずっ と 一 緒 に 生活 を し て いく つ 
も り で あり 、 互 い に 家族 で ある と いう 意思 が ある 。 

だ か ら 、 イ レナ の 吉 う つこ と も 間違っ て は いな か っ た 。 

だ が 、 改 め て 吉 葉 に され る と 、 マ ァ ム と し て は まだ 、 気 恥ず か し 
い 思 い が し た 。 

ヒュ ン ケ ル と 二 人 で 暮らそ うと 思っ た 、 そ の 理由 は 、 マ ァ ム に 
は 、 た くさ ん あっ た 。 

大 魔王 と の 戦い が 終わ っ た 後 、 地 底 魔 城 で 育っ た ヒュ ン ケ ル に 
は 、 家 族 も な けれ ば 、 帰 る 故 卿 も な か っ た 。 

それ か ら 数 年 の 時 を 経て 、 彼 と 想い が 通じ 合っ た と き 、 マ ァ ム 
は 、 彼 に し て あげ た いと 思っ た こと が た くさ ん あっ た 。 

マ ア ァ アム は 、 彼 に 故郷 を 作り た いと 思っ た 。 

家族 を 作っ て あげ た いと 思っ た 。 

彼 が な か な か 経験 で き な か っ た 、 市 井 の 暮 らし を 味わっ て ほし 
か っ た 。 

戦わ な いで 済む 時 間 を 経験 し て ほし か っ た 。 

だ が 、 結 局 、 そ れ ら さま ざま な 思い は 、 た だ ー つ の マ ァ ム の 気持 


ち に 集約 で きる も の で あっ た 。 

マ ア ァ アム は 、 忠 いた 。 

「・・・ 一 緒 に いた か っ た か ら 。」 

その 答え に 、 イ レナ は 笑み を 浮か べた 。 

「 や っ ぱり 、 そ れ が 一 番 よ ね 。 

・・ 一 緒 に いた いか ら 、 約 束 を 交わ す の よ ね 。 」 

マ ァ ム は 彼女 に 顔 を 向け 、 細 馴染 の 横顔 を 見 つめ た 。 

聞い た ば か けり の 祖父 の 吉 葉 を 思い 出 し た 。 

「 イ レナ 。 

・・・ 聞 いた の ? 」 

「 まぁ ね 。 

私 も 決め な きゃ な っ て 。 

な ん か 、 い ろ い ろ 考 え ち ゃ っ て た ん だ けど 、 マ ァ ム の 話 聞 いて 、 
思っ た わ 。 

シン プル に 考え た 方 が い ! い ん だ ろう なっ て 。 」 

そう つぶ や く 友 の 顔 は 、 少 し 前 の 自分 を 思い 起こ させ る も の で 
あっ た 。 

マ ァ ム と イレ ナ が 話し て いる と 、 ダ ナ が 広場 の 真ん中 を 指さし 
て 、 声 を あげ た 。 

「 あ 、 マ アム 。 ほ ら 。」』 

マ ァ ム は 、 ダ ナ の 指さし た 先 に 視線 を 移し た 。 

見 て みる と 、 子 ども た ちの 打ち 込み が 終わ っ た よう で 、 子 ども た 
ち は 、 広 場 の 隅 に 集まっ て いた 。 

する と 、 広 場 の 中 心 に 残っ て いた ヒュ ン ケ ル に アレ ク が 近づい て 
いっ た 。 普 段 は 大 工 を し て いる 彼 は 、 子 ども の と きか ら 上 背 の ある 
子 だ っ た が 、 い まで も 大 柄 だ 。 何 や ら ヒ ュ ン ケル に 話し か け て い 
る 。 
そう し て 、 二 人 は 少し 距離 を 取る と 、 お 互い に 剣 を 持っ て 向かい 
合っ た 。 二 人 の 間 に 、 マ クシ ム が 立ち 、 右 手 を 高く 上 げた 。 

ダナ が 声 を あげ た 。 

「 え 、 つ うそ ! や る の ? 

マ ア ァ アム 、 上 止め な く て いい の ? ア レク 、 怪 我 す る わ よ 。 」 

だ が 、 マ ァ ム は ゆっ た り と 構え て いた 。 


「 大 丈夫 よ 。 お 互い に わか っ て いる わ 。 怪我 させ た ! リ し な いわ 
よ 。」 
「・・・ 理 解 度 が 高い わ ね 。 」 
ダナ が 呆れ た よう に つぶ や いた 。 
「 楽 し みね 。 」 
イレ ナ は 、 興 味 深 げ に そう 詩 っ た 。 
ヒュ ン ケ ル と アレ ク は 、 互 い に 剣 を 向け あっ た 。 子 ども た ち を 相 
手 に し て いた と き の 木 用 で は な く 、 二 人 と も 、 鋼 の 剣 だ 。 も っ と 
も 、 剣 術 用 の 妨 の な い 鈍 ら の 剣 で あっ た 。 
大 人 同士 の 本 格 的 な 立ち 合い が 見 られ る と 思わ な か っ た 子ども た 
ち は 、 色 めき 立っ た 。 
子ども た ち は 、 口 々 に 、 二 人 に 声援 を 送っ た 。 
「 ヒ ュ ン ケル が ん ば れ 一 ! 」 
「 ア レク ー- ! 負け る な ーー ! 」 
ーー 瞬 の 静寂 の 後 、 マ クシ ム が 、 さ っ と 右手 を 下ろし た 。 
それ が 合図 だ っ た 。 
ヒュ ン ケ ル と 、 ア レク 。 二 人 は 、 同 時 に と び か か っ た 。 
語 を 打ち 合う 音 が 響く 。 
二 人 の 様子 を 見 て 、 ダ ナ が 感心 し た よう に 声 を あげ た 。 イ レナ も 
青葉 を 交わ す 。 
「 へ え 、 ア レク 、 頑 張っ て る じゃ な い 。 ヒュ ン ケ ル と 渡り 合う な ん 
て 。 』 
「 マ アム の 旦那 さん が 手加減 し て る ん で し ょ 。」』 
まそ つね 。 
ね え 、 マ アァ アム 。 」 
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マ ア ァ アム は 、 眉 根 を 寄せ て 、 目 の 前 の 立ち 合い の 様子 を 見 つめ て い 
た 。 
ダナ は 不思議 そう に 、 マ ァ ム に 声 を か けた 。 
「 マ アム 2? 」 
マ ア ム は は っ と し て 、 ダ ナ を 振り 返っ た 。 
「 あ 、 ご めん 、 ご めん 。」 


マ ァ ム は 、 慌 て て 取り 繕 っ た 。 だ が 、 マ ァ ム は 、 も うこ の 立ち 合 
い の 様 子 を 見 て いら れ な く な り 、 二 人 か ら 視 線 を 外 し た 。 

マ ァ アム は 思っ た 。 

一 拉 し !。 

ヒュ ン ケ ル の 剣 さ ば き 、 体 さば き が 遅 す ぎる の だ 。 

か つて の ヒュ ン ケ ル の 身 の こ な し は 、 マ ァ ム より も 格段 に 速かっ 
た 。 

し か し 、 今 目 の 前 で 立ち 回 る 彼 の 体 の 動か し 方 、 剣 の さば きか 
た 、 い ずれ を と っ て も 、 マ ァ ム の 目 で 追い きれ る も の に な っ て い 
た 。 

それ は 、 本 職 で は な い ア レク を 相手 に し て いる こと ゆえ の 手加減 
だ け に 起因 する も の で は な いこ と は 、 マ ァ ム に は わか っ て いた 。 

そう 、 わ か っ て は いた の だ 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 あ の バー ン パ レス で の 戦い で 、 体 を 壊し た 。 そ れ 
まで の 過酷 な 戦い で 負っ た 傷 は 、 彼 の 体 に 深く 刻み 込ま れ た 。 そ れ 
は 、 マ ァ ム の 師 を し て 、 も うっ 戦う こと は で き な い と 吉 わ し め た ほど 
の 深刻 な 傷 だ っ た 。 

老師 プロ キー ナ の 見 立て は 正しかっ た 。 

連戦 の り 未 に 負っ た ヒュ ン ケ ル の 怪我 は 、 も は や 回 復 呪文 で も 癒し 
きれ な か っ た 。 

日 常 生 活 に 支 訂 は な い 。 し か し 、 最 盛 期 の ヒュ ン ケ ル に 比 し 、 そ 
の スピ ー ド も パワ ー も 格段 に 落ち て いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 い ま は 、 プ ラッ ディ ー ス クラ イド も 、 海 波 斬 、 海 
鳴 開 も か つて の よう に は 撃て な い 。 大 地 斬 、 地 雷 剛 も 威力 が 落ち 
る 。 空 裂 斬 、 虚 空 内 は 使え る が 、 物 理 的 威力 は 弱まっ て いた 。 

頭 で は 、 理 解 し て いた 。 

だ が 、 こ うし て 、 実 際 に ヒュ ン ケ ル の 動き を 目の当たり に する 
eg 

往時 の 、 ラ イ バ ル を し て 、「 最 強 」 と 吉 わ し め た 彼 を 知る マ ァ ム 
と し て は 、 ず きり と 胸 が 痛ん だ 。 

か らん 、 と 、 ひ と きわ 高い 金属 音 が 響い た 。 

マ ァ ム が 視線 を 向け る と 、 ヒ ュ ン ケル が アレ ク の 剣 を 弾き 飛ば し 
て いた 。 ヒュ ン ケ ル は 右手 を 大 きく 横 に 振り 払っ て いた 。 ま っ すぐ 


に 、 彼 の 握る 剣 が 伸び る 。 

わっ と 、 子 ども た ちの 歓声 が 響い た 。 

ヒュ ン ケ ル と アレ ク に 、 審 状 役 だ っ た マク シム が 近づく 。 い つの 
間 に か 、 先 ほど 別れ た シモ ン も 広場 に 来 て いた 。 

村 の 若い 男 た ちの 間 に 混 じ っ て 、 ヒ ュ ン ケル が 笑み を 浮か べ て い 
る 。 

その 様 が 、 マ アァ ム に は と て も 温か く 、 か けが え の な いも の に 映っ 
GU だ 

それ な の に 。 

先ほど の 、 ヒ ュ ン ケル の 動き を 見 て いる と 、 マ ァ ム は た と えよ う 
も な く 率 し い 気持 ち に な っ た 。 


その 日 の 夜 、 ヒ ュ ン ケル は 、 マ ァ ム と テー ブル を 壮 み な が ら 、 軽 
く 酒 を 的 み 交 わし て いた 。 
この 日 の メイ ン デ ィ ッ シュ は 、 シ モン か ら 分 け て も ら っ た 鹿 肉 で 
作っ た 赤ワイン 煮 だ っ た 。 チ ー ズ と バケ ッ ト が 添え て ある 。 
「 お じい ちゃ ん も 、 味 見 し て 、 お いし いっ て 喜 っ て くれ た の よ 。 」 
そつ うつ いつ マ ァ ム は 自信 あり げ だ っ た 。 
「 ああ 、 旧 いな 。」 
ウー ep 0 ヒュ ン ケ ル も 満足 そう に 笑み を 浮か べた 。 
「 今日 は 疲れ た で し ょ う 。 た くさ ん 、 子 ども た ち を 相手 に し て た も 
の ね 。 」 
トド そ うつ だ な 。 
「・・・ ア レク と 立ち 舎 い まで し て 。 」 
その 吉 葉 に 、 ヒ ュ ン ケル は 苦笑 し た 。 
「 マ ァ ム が 見 て いた と は な 。 」 
「 気付 か な か っ た の ? 」 
「 あ あ 。」 
ヒュ ン ケ ル は 、 困 っ た よう な 笑み の まま 、 吉 葉 を つづ けた 。 
「 大 人 げ な いと 思っ た か ? 大 工 の アレ ク 相 手 に 、 戦 士 だ っ た 俺 が 立 
会 っ た の は 。 」 
その 吉 葉 に 、 マ ァ ム は 首 を 横 に 振っ た 。 
「 手 加減 し て いた ん で し ょ つう? 


ダナ は 、 ア レク が ケガ する ん じゃ な いか っ て 心配 し て た けど 、 私 
は 大 丈夫 よっ て 吉 っ た の よ 。 」 

「 そ うか 。 」 

「 ア レク は 、 や っ ぱり 勝て な いっ て 悔し が っ て た わ ね 。 」 
つの だ だ な 。 

俺 も 楽し め た 。 」 

ヒュ ン ケ ル の 詩 葉 に 、 マ ァ ム は 意外 な 思い が し た 。 マ ァ ム は 彼 に 
尋ね た 。 

「 そう ? だ いぶ 実力 差 あ る で し ょ う ? 」 

だ が 、 返 され た 言葉 は 、 マ ァ ム が 予想 も し な いも の だ っ た 。 

「 も と は な 。 

確か に 今日 も 、 俺 は 、 手 加減 は し た が ・・・ だ が 、 本 気 で や っ た 
と し て も 、 今 の 俺 で は 今日 の 立ち 合い と あま り 差 は な いな 。 」 

マ ァ アム は と っ さ に 、 そ の 言葉 を 否定 し た く な っ た 。 

「 そ ん な こと ・・・。」 

だ が ヒュ ン ケ ル は 淡々 と 吉 葉 を つづ けた 。 そ こ に 慈 な 色 は な 
か っ た 。 

「 例え ば 、 今 の 俺 で は 、 ラ ー ハ ルト と の 立ち 合い は 無理 だ 。 あ の ス 
ビ ピード に は も う 追 いつ け な い 。 

マ ァ ム と も 厳し いな 。 お 前 は 、 あ の 頃 の 強 さ を 維持 し て いる 。 
仕方 が な い 。 大 魔王 と の 戦い の と き に 、 か な り 無 革 を し た か ら 
な 。」 

マ ァ ム は 無理 に 笑顔 を 作っ た 。 

「 で も 、 あ の と きよ り は よく な っ た で し ょ う ?」 

ヒュ ン ケ ル は うつ な ずい た 。 

「 ああ 。 マ アァ アム が 何 度 も 回 復 魔法 を か け て くれ た か ら な 。 

それ に は 感謝 し て いる 。 

あり が と う 。 」 

「 う うつ ん 。 あ な た が よく な っ て くれ れ ば それ で いい の 。 」 

マ ァ ム は 洋 く 安心 し て 笑顔 を 浮か べた 。 

だ が 、 次 の ヒュ ン ケ ル の 詩 葉 は 、 マ ァ ム の 胸 に 、 昼 間 感 じ た 寂 し 
さ を 思 い 起 こさ せる に は 十分 な も の だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は は っ きり と し た 口調 で 吉 っ た 。 


「 だ が 、 も うつ 、 あ の 頃 と 同等 まで の 腕力 や スピ ー ド を 取り 戻す の は 
無理 だ な 。 」 

その 詩 葉 に 、 マ ァ ム が すっ と 眉 根 を 下げ た 。 

八 の 字 に な っ た 彼女 の 眉 に 気付 きせ 、 ヒ ュ ン ケル は 励ま す よ うに 、 
吉 葉 を か けた 。 

「 心配 する な 、 マ ァ ム 。 閑 観 し て いる つも り は な い 。 

俺 に と っ て は 、 合 は 戦う た め の 手 段 で し か な か っ た 。 

だ が 、 こ うし て 、 子 ども た ち を 相手 に し た り 、 ア レク と 立ち 会 っ 
た り 、 戦 いと は 無縁 の と ころ で 剣 を ふる つの も 、 そ れ は それ で 楽し 
いも の だ な 。 」 

そう 吉 っ て 、 ヒ ュ ン ケル は 穏やか に 微笑 ん だ 。 

ヒュ ン ケ ル が 、 マ ァ ム を 安心 させ る た め に 無理 を し て いる の で は 
な いこ と は わか っ て いた 。 本 心から そう 思っ て いる の だ ろ つ 。 こ の 
村 で は 、 彼 は 戦士 で ある 必要 は な か っ た か ら だ 。 

だ が 、 か つて の 彼 の 強 さ を 知る マ ァ アム は 、 何 故 か 、 寂 し さ を 拭 い 
去れ ず 、 目 の 奥 が つん と 傷ん だ 。 


夜半 、 マ アム は 、 ベ ッ ド で ヒュ ン ケ ル の 温か さ に 燃 を 寄せ た 。 
つい 先ほど まで 、 お 互い の 熱 を 感じ あい 、 彼 の 想い を 強く 受け 止 
め て いた マ ア ァ アム は 、 い ま は 、 ヒ ュ ン ケル の 胸元 に 類 で 人 触れ 、 け だ る 
さと と も に 眠り に つこ うと し て いた 。 

だ が 、 マ ァ ム は 、 広 場 で の こと が 頭 を 去ら ず 、 眠 れ な いま ま 、 
じっと 、 ヒ ュ ン ケル の ぬく も り を 感じ て いた 。 

不意 に 、 マ ァ ム は 、 無 性 に 彼 を 抱き し め た く な っ た 。 

体 を 横 に し て いる 彼 の 背 に 両 腕 を 回 し 、 ぎ ゅ っ と その 素肌 を 抱き 
し め た 。 

眠っ て いる の だ ろ つ か 。 ヒ ュ ン ケル は 身 じ ろ ぎ も し な か っ た 。 規 
則 正 し い 呼吸 の 音 だ けが マ ァ ム の 耳 に 届い た 。 

マ ァ ム の 両手 が 、 ヒ ュ ン ケル の 裸 の 背 に 触れ た 。 

その 手触り だ け で 、 そ こ に は 、 大 小 の 様々 な 傷跡 が 残さ れ て いる 
こと が 感じ られ た 。 

それ は 、 彼 が 多く の 命 を 守っ て きた こと の 証 で あり 、 無 形 の 勲章 
で あっ た 。 


マ ア ァ アム は 、 ヒ ュ ン ケル を 抱き し め な が ら 、 強 く 思 っ た 。 
ーー・・・ こ の 人 を 、 守 り た い ・・・。 
窓 の 向こう つか ら 、 森 で 鳴く 時 の 声 が 響い て きた 。 


